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令和３年 第３回 武豊町教育委員会 会議録 

開催日 令和３年３月 11 日(木) 

場 所 武豊町役場 全員協議会室 

出席委員の氏名 

教 育 長 加藤 雅也 

教育長職務代理者 久田 徳彦     委 員 小藤 省吾 

委 員 永田 淑子 委 員 出口 智康  

出席職員の氏名 

教 育 部 長 木村 孝士 学 校 教 育 課 長 森田 良孝 

生 涯 教 育 課 長 伊藤誠一郎 ス ポ ー ツ 課 長 田中 孝往 

町民会館事務長 藤井 信介     歴史民俗資料館長 山下 恵広 

中 央 公 民 館 長 石田  修     生涯学習課課長補佐 西川 正洋 

町民会館事務長補佐 青木  隆     スポーツ課課長補佐 横田  覚 

給食センター所長 森田 明男     学校教育課課長補佐 藤井 千絵 

学校教育指導主事 岩田 圭司     学校教育指導主事 稲垣  勉 

  

                                  ：欠席者 

１．開会 午後 1 時 30 分 

 

２．開会宣言並びに第３回定例会 会議録の承認 

（教育長） 出席委員５名を確認し会議の成立及び第３回定例会の開会を宣言する。 

（教育部長） 次に前回の会議録のご承認をお願いします。会議録につきましては事前に

お渡ししておりますので、すでにご確認いただいていると思います。この会議

録について、ご意見、ご質問等あれば、お願いします。 

《意見なし》 

（教育部長） 特にご意見等も無いようですので、前回の会議録は承認とします。会議録へ

の署名と押印は、この会議が終わりましたら、担当がお願いに行きますので、

よろしくお願いします。 

（教育部長） それでは教育長報告をお願いします。 

 

３．教育長報告  

2/25  定例教育委員会  総合教育会議 

2/26  新型コロナウイルス感染症対策本部員会議 

3/ 1  知教委人事連絡会議 教委臨時校長会議 労働安全委員会 
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3/ 3  中学校卒業式   臨時教育委員会 

3/ 9  知教協 

3/10  町長学校訪問（ＧＩＧＡスクール構想） 学校運営研究会 

3/11  定例校長会議 

 

（教育部長） 議事進行を教育長にお願いします。 

 

４．議   事 

議案第８号 令和３年度壱町田湿地植物群落監視員の委嘱について（案） 

（教育長） それでは、議案第８号 令和３年度壱町田湿地植物群落監視員の委嘱につい

て、事務局の説明をお願いします。 

（歴史民俗資料館長） ６名を委嘱（全員再任） 

任期：令和３年４月１日から令和４年３月 31 日（１年間） 

業務内容：日常的な植物群落の巡視と不審者の通報 

（教育長） 本案を承認される方は挙手をお願いします。 

 ＜全員挙手＞ 

（教育長） 本案を承認可決することといたします。 

議案第９号 有形文化財の指定について（案） 

（教育長） それでは、議案第９号 有形文化財の指定について、事務局の説明をお願い

します。 

（歴史民俗資料館長） １１月の教育委員会でご承認いただきました三井家住宅の文化財

指定につきまして武豊町文化財保護条例第４条第１項に基づき町長と協議し

ましたところ、４月１日付で指定することなりました。つきましては、２ペー

ジのとおり三井家住宅主屋をはじめ北土蔵、南土蔵、奥座敷、表門と５つの建

造物を指定する旨の公示行い、併せて、３ページのとおり４月１日付で指定書

を発行しますので、ご承認をお願いします。 

（教育長） 本案を承認される方は挙手をお願いします。 

 ＜全員挙手＞ 

（教育長） 本案を承認可決することといたします。 
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（教育長） 以上で、本日の議事は終了します。司会を事務局へお返します。 

 

５．報告事項 

（1）３月議会一般質問の概要について 

（教育部長） 当日配布資料の説明 

主に３つありました。１つ目は甲斐議員から放課後子ども教室について質問

がありました。現在行っている放課後児童クラブとの兼ね合いや活動内容につ

いて今後も調査研究していくということで回答しました。２つ目は櫻井議員か

ら不登校支援も含めたタブレットの持ち帰りについて質問がありました。他市

町の動向を見ながら今後、調査研究を進めるとの回答をしました。３つ目は青

木委員から屋内温水プールについて質問がありました。今後どのような体制で

臨むかとのことでしたので、プロジェクト制を立ち上げて、整備・管理運営体

制を整えているとの回答を行いました。 

 

（2）武豊町社会教育指導員について  

（生涯学習課長） 資料４の説明  

指導員の退職に伴い、令和３年度社会教育指導員について新任１名を任用予

定です。任用期間は令和３年４月１日から令和４年３月３１日までです。会計

年度任用職員として１年ごとの契約となります。 

 

（3）令和３年度 学校訪問について 

（指導主事） 資料５の説明 日程の報告及び教育委員出席者の検討 

教育委員は３校ずつ訪問をお願いしたいです。 

 

（4）令和３年度 定例教育委員会・知教協・幹事会の日程について 

（学校教育課長） 資料６の説明  

定例教育委員会開催日程の確認 及び 知教協・幹事会等への出席者の確認 

（5）令和３年度スポーツ課関連の行事について 

（スポーツ課長課長補佐） 資料７の説明  

年間の行事予定の説明 

 

（6）学校の近況について 

（指導主事） 当日配付資料の説明 

① 児童生徒の様子 

② 長期欠席児童生徒数 

③ 新型コロナウイルス感染症への対応 
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（7）当面する行事予定について 

（指導主事） 資料８について説明  

３月～６月の教育委員会行事・学校行事等日程 

       

６．その他 

（1）町民会館より 

（町民会館事務長） 当日配付資料の説明 

・町民会館耐震工事計画について 

・各種事業について 

 

（2）生涯学習課より  

・令和３年度 生涯学習課の主要行事について 

（生涯学習課課長補佐） 資料 10 の説明  

令和３年度の主な行事について 

 

（教育部長） それでは、教育委員さんからご意見をお願いします。 

 

（教育長職務代理者） 東日本大震災から今日で１０年目を迎えています。震災について

改めて心にとめて、大規模災害に対する意識を高めていきたいです。学校では

「切れる子どもたち」への対応が話題に上がります。心の訴えを的確に表現で

きない子どもたちへの支援を十分にしていただきたいです。一人一台タブレッ

トが導入される中で、ノートなどに「書く」という活動が失われることを懸念

しています。「書く」ことは心を落ち着かせる行為であるとも言われます。若あ

ゆ日記にも、子ども目線での、素直で微笑ましい表現がたくさん見られます。

心を落ち着かせる意味も含めて、「書く」活動を大切にしてほしいと思います。 

 

（教育委員） 卒業式に参加をさせていただきました。子どもたちにとって、よい式にな

っていればと思います。反省や検証をして今後につなげてほしいと思います。

町長のブログにはＧＩＧＡスクール構想に伴う、学校視察について書かれてい

ました。武豊町の学校教育におけるＩＣＴ環境整備は、ある意味、歴史的な変

革を向かえていると思います。時代の変革に合わせて、よりよい教育を行って

いってほしいです。４月末で、新型コロナウイルス感染症に伴う雇用調整助成

金の特例措置が終了する予定となっています。仕事を失う保護者や、収入が減

る家庭が増えることが予想されます。子どもたちへの影響が深刻になると思い

ます。５月以降の子どもたちや子育ての様子について、的確に状況を見ていっ

てほしいと思います。 
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（教育委員） 令和２年度は、コロナ禍の影響で通常が通用しない１年であったかと思い

ます。判断や決定について難しい状況もあったかと思いますが、様々な工夫や

アイデアで対応してきたと思います。新型コロナウイルス感染症が収束した後

も、こうしたコロナ禍への対応を生かしていただきたいです。働き方改革も含

めて、「通常通り」ではなく、変革できるところは変革をして、より適切な学校

運営につなげていただければと思います。 

      中学校３年生の不登校生徒の卒業後について心配をしています。社会福祉協

議会や就労を支援する機関など、次の関係機関につなぎ、今後も自立に向けた

支援を行えるとよいかと思います。子どもたちが今後の進路について、相談で

きるような施設、場所があるとよいかと思います。 

 

（教育委員） 卒業式に参加をしました。コロナ禍においても、先生方の工夫やアイデア

で、こうした式が実施できたことが本当によかったと思いました。また、衣浦

小学校でも感染症対策を十分に施した上で合唱祭が行われました。大変素晴ら

しかったと保護者の方からも伺っています。コロナ禍においても先生方の工夫

や適切な対応で、学校行事が実施できたことが、本当にありがたいと思いまし

た。 

 

（教育部長） 以上をもちまして本年度の定例教育委員会を終了となります。ありがとう

ございました。 

（一同） ありがとうございました。 

 

令和  年  月  日 

署 名 

                                   

 

                                   

 

                                   

 

                                   

 

                                   

 

 

                       作成者  稲 垣  勉  


